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万がいち、不足しているものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。

●ユーティリティCDには、本製品の付属ソフトウェアや電子マニュアルが収録されていま
す。詳しくは、電子マニュアルを参照してください。
●追加情報が別紙で添付されている場合は、必ず参照してください。
●本製品を梱包している箱には、保証書と本製品の修理についての条件を定めた約款が
記載されています。本製品の修理をご依頼頂く場合に必要となりますので、大切に保管
してください。
●ユーザー登録や修理のときにシリアルナン
バー（製造番号）の入力が必要です。本製
品を設置する前に、シリアル番号を保証書
に記入してください。

右上へつづく 次ページへつづく

＜ 本製品背面 ＞

シリアル番号
(14桁または6桁の数字)

箱に入っているものを確認しよう1ステップ

メ モ

□PC-P1LAN(本体)......................１個

はじめにお読みください
2007年3月30日 第4版発行　発行 株式会社バッファロー

□リモコン...................................  1個

□電源ケーブル..........................................................................................................  1本

□ビデオケーブル(コンポジットビデオ/アナログオーディオ).............................................. １本

□LANケーブル(ストレート)......................................................................................... １本

□ユーティリティCD..................................................................................................... １枚   

□はじめにお読みください（本紙）................................................................................. １枚

□困ったときは........................................................................................................... １枚

注 意
● ファイアウォールの機能が有効となっている場合、本製品でパソコンが認識できないことがあり
ます。このようなときは、ファイアウォール機能を無効にするか、ポートの使用を許可するか、ファ
イアウォールを設定しているソフトをアンインストールしてください。詳しくは付属のユーティリテ
ィＣＤ内のPDFファイルPC-P1LANユーザーズマニュアル「困ったときは」をご参照ください。

● コンピュータの管理者権限があるユーザー名でログインしてください。それ以外のユーザー名で
は正常にインストールできません。

● パソコン本体と周辺機器のマニュアルも必ず参照してください。

安全にお使いいただくために必ずお守りください
お客様や他の人 へ々の危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品を安全にお使いいただくために守っていただき
たい事項を記載しました。正しく使用するために、必ずお読みになり内容をよく理解された上で、お使いください。な
お、本紙には弊社製品だけでなく、弊社製品を組み込んだパソコンシステム運用全般に関する注意事項も記載され
ています。パソコンの故障／トラブルや、データの消失・破損または、取り扱いを誤ったために生じた本製品の故障
／トラブルは、弊社の保証対象には含まれません。あらかじめご了承ください。

使用している表示と絵記号の意味

警告表示の意味

警告
絶対に行ってはいけないことを記載しています。この表示の注意事項を守らないと、使用
者が死亡または、重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

注意 この表示の注意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的損害の発生が考えられ
る内容を示しています。

絵記号の意味　　　　　　の中や近くに具体的な指示事項が描かれています。

警告・注意を促す内容を示します。（例：　 感電注意)

してはいけない事項（禁止事項）を示します。（例：　 分解禁止）

しなければならない行為を示します。（例：　 プラグをコンセントから抜く）

警告
本製品を取り付け、使用する際は、必ずパソコンメーカーおよび周辺機器メーカーが提示す
る警告や注意指示に従ってください。

強制

本製品の分解・改造・修理を自分でしないでください。
火災・感電・故障の恐れがあります。また本製品のシールやカバーを取り外した場合、修理をお断りすることがあります。

電源プラグは、コンセントに完全に差し込んでください。
差し込みが不完全なまま使用すると、ショートや発熱の原因となり、火災や感電の恐れがあります。

強制

電気製品の内部やケーブル、コネクタ類に小さなお子様の手が届かないように機器を配置し
てください。
さわってけがをする恐れがあります。強制

小さなお子様が電気製品を使用する場合には、本製品の取り扱い方法を理解した大人の監
視、指導のもとで行うようにしてください。

強制

分解禁止

風呂場など、水分や湿気が多い場所では、本製品を使用しないでください。
火災になったり、感電や故障する恐れがあります。

水場での
使用禁止

煙が出たり変な臭いや音がしたら、すぐにコンセントから電源プラグを抜いてください。
そのまま使用を続けると、ショートして火災になったり、感電する恐れがあります。
弊社サポートセンターまたは、お買い求めの販売店にご相談ください。電源プラグを

抜く

本製品に液体をかけたり、異物を内部に入れたりしないでください。液体や異物が内部に入っ
てしまったら、すぐにコンセントから電源プラグを抜いてください。
そのまま使用を続けると、ショートして火災になったり、感電する恐れがあります。
弊社サポートセンターまたは、お買い求めの販売店にご相談ください。

電源プラグを
抜く

AC100V（50/60MHz）以外のコンセントには、絶対に電源プラグを差し込まないでください。
海外などで異なる電圧を使用すると、ショートしたり、発煙、火災の恐れがあります。

禁止

濡れた手で本製品に触らないでください。
電源ケーブルがコンセントに接続されているときは、感電の原因となります。また、コンセントに接続されていなくても、本製
品の故障の原因となります。禁止

電源ケーブルを傷つけたり、加工、加熱、修復しないでください。
・設置時に、電源ケーブルを壁やラック（棚）などの間にはさみ込んだりしないでください。
・重いものをのせたり、引っ張ったりしないでください。・熱器具を近付けたり、加熱しないでください。
・電源ケーブルを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。・極端に折り曲げないでください。
・電源ケーブルを接続したまま、機器を移動しないでください。
万一、電源ケーブルが傷んだら、弊社サポートセンターまたは、お買い上げの販売店にご相談ください。

禁止

注意
静電気による破損を防ぐため、本製品に触れる前に、身近な金属（ドアノブやアルミサッシ
など）に手を触れて、身近の静電気を取り除いてください。
人体などからの静電気は、本製品を破損、またはデータを消失、破損させる恐れがあります。強制

パソコンおよび周辺機器の取り扱いは、各機器のマニュアルをよく読んで、各メーカーの定
める手順に従ってください。

強制

次の場所には設置しないでください。感電、火災の原因となったり、製品やパソコンに悪影響を
及ぼすことがあります。
・ 強い磁界、静電気が発生するところ
・ 温度、湿度がパソコンのマニュアルが定めた使用環境を超える、または結露するところ
・ ほこりの多いところ →故障の原因となります。
・ 振動が発生するところ →けが、故障、破損の原因となります。
・ 平らでないところ →転倒したり、落下して、けがや故障の原因となります。
・ 直射日光が当たるところ →故障や変形の原因となります。
・ 火気の周辺、または熱気のこもるところ →故障や変形の原因となります。
・ 漏電、漏水の危険があるところ →故障や感電の原因となります。

禁止

本製品を落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。
本製品は精密機器ですので、衝撃を与えないように慎重に取り扱ってください。本製品の故障の原因となります。

禁止

各接続コネクタのチリやほこり等は、取り除いてください。また、各接続コネクタには手を触
れないでください。
故障の原因となります。強制

本製品を廃棄するときは、地方自治体の条例に従ってください。
条例の内容については、各地方自治体にお問い合わせください。

強制

本製品の上に物を置かないでください。
傷がついたり、故障の原因となります。

禁止

シンナーやベンジン等の有機溶剤で、本製品を拭かないでください。
本製品の汚れは、乾いたきれいな布で拭いてください。汚れがひどい場合は、きれいな布に中性洗剤を含ませ、かたくしぼっ
てから拭き取ってください。禁止

本製品へのアクセス中は、本製品からUSBケーブルや電源ケーブルを抜いたり、パソコンを
再起動しないでください。
データが消失、破損する恐れがあります。禁止

本製品の取り付け、取り外しや、ソフトウェアをインストールするときなど、お使いのパソコン環
境を少しでも変更するときは、変更前に必ずパソコン内（ハードディスク等）のすべてのデータ
をMOディスク、フロッピーディスク等にバックアップしてください｡
誤った使い方をしたり、故障などが発生してデータが消失、破損したときなど、バックアップがあれば被害を最小限に抑える
ことができます。

バックアップの作成を怠ったために、データを消失、破損した場合、弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承く
ださい。

強制

電源ケーブル（またはACアダプタ）、信号ケーブルは必ず本製品付属のものをお使いくださ
い。
本製品付属以外の電源ケーブル（内部接続用を含む）、ACアダプタ、信号ケーブルをご使用になると、電圧や端子の極性が
異なることがあるため、発煙、発火の恐れがあります。

インストールしよう2ステップ

本製品のドライバや付属のソフトウェアをインストールします。
以下の手順でインストールしてください。
※画面はWindows XPを例に説明しています。

3

4

[次へ］をクリックします。

[再起動］をクリックします。
パソコンが再起動します。

以上でインストールは完了です。
続いてステップ3以降の手順にしたがって、再生フォルダの登録、本製品の接
続を行います。

使用許諾をよく読み、[同意する］をク
リックします。
同意しない場合、インストールするこ
とはできません。

ユーティリティCDをパソコンにセットします。1

2

※簡単セットアップが起動します。起動しないときは、ユーティリティCD内の「BuffaloInst.exe」をダブルクリ
ックしてください。
※Windows Vistaをお使いの場合、自動再生の画面が表示されたら、[BuffaloInst.exeの実行]をクリックして
ください。また、「プログラムを続行するにはあなたの許可が必要です」と表示されたら、[続行]をクリック
してください。

[PC-P1LAN Utilityのインストール]
を選択します。

1

[開始］をクリックします。2

注 意
まだ本製品は接続しないでください。PC-P1LAN Utilityインストール後に本製品を
接続してください。

5

※通常は[DirectX9.0cのインストール]を選択する
必要はありません。動画ファイルが再生できなか
ったときにインストールください。

※DirectX 9.0cがインストールされていないパソコンで
は、右の画面が表示されます。このようなときは、画面
のメッセージにしたがってDirectXをインストールして
ください。

　お使いのパソコンによっては、再起動メッセージが表
示されることがあります。このようなときは、画面をキャ
ンセルして閉じてください。再起動は手順5で行いま
す。

パソコンに接続して使用する方へ
本紙のステップ2以降の手順でセットアップを行ってく
ださい。

LinkStationに接続して使用する方へ
LinkStation HS-DGL/DHGLシリーズ、TeraStation 
HS-DTGL/DHTGLシリーズ(以降、合わせてLinkStationと
表記します)のファームウェアで本製品を起動したいとき
は、簡単セットアップ[LinkStationで使用するには]を選択
し、[開始]をクリックしてください。画面に表示される案内
にしたがってセットアップしてください。本紙のステップ
2、3、4、5、6を行う必要はありません。

強制

このたびは、本製品をご利用いただき、誠にありがとうございます。本製品を正しく使用するために、はじめにこのマニュアルをお読みください。お読みになった後は、大切に保管してください。

はじめにお読みくださいはじめにお読みくださいPC-P1LAN
マニュアル

PY00-31160-DM10-04 4-01 C10-012



（2） （3）

設定方法や注意事項などは、ユーティリティCDに収録されている電子マニュアルを参照してくだ
さい。電子マニュアルは、以下の手順で読むことができます。

電子マニュアルを読むには

ユーティリティCDをパソコンにセットします。

[マニュアルを読む]を選択し、[開始]をクリックします。

1

2

本製品のソフトウェアを削除するときは次の手順でおこなってください。

本製品ソフトウェアを削除するには

[スタート]-[(すべての)プログラム]-[BUFFALO]-[PC-P1LAN]-[アンインストーラ]をクリックし
ます。以降は画面の指示にしたがって操作してください。

本製品について
この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術装置です。この装置は、家庭環境
で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こす
ことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。
受信障害について
ラジオやテレビジョン受信機（以下、テレビ）などの画面に発生するチラツキ、ゆがみがこの商品による影響と思われましたら、こ
の商品の電源スイッチをいったん切ってください。電源スイッチを切ることにより、ラジオやテレビなどが正常な状態に回復する
ようでしたら、以後は次の方法を組み合わせて受信障害を防止してください。
・本機と、ラジオやテレビ双方の位置や向きを変えてみる
・本機と、ラジオやテレビ双方の距離を離してみる
・この商品とラジオやテレビ双方の電源を別系統のものに変えてみる

右上へつづく

再生したいファイルがあるフォルダを指定します。

再生フォルダを登録しよう3ステップ

[スタート]-[(すべての)プログラム]-[BUFFALO]-[MediaServer]-[BUFFALO メ
ディアサーバ設定]を選択します。

1

2

3

次のようにパソコンやサーバのデータをテレビで再生することができます。
※テレビの入力選択は「ビデオ」にするなど本製品を接続した入力端子からの表示ができる状態にしてください。
※ファイルによっては再生できない、または音ズレが起きる場合があります。
※別途、各再生ファイルに対応したコーデックが必要です。
※本製品はMPEG-2、MP3を再生します。MPEG-2、MP3以外の形式は自動的にトランスコードして再生します。タスクト
レイのアイコン　を右クリックし表示されたメニュー[画質]で、画質を変更することができます。詳しくは電子マニュ
アルを参照ください。
※トランスコードには以下の動作環境が必要となります。
■アプリケーション動作環境
【CPU】Pentium4 1.4GHz以上または同等性能の互換CPU　【メモリ】256MB以上
■動作推奨環境
AVIファイル 画面サイズ640x480ドット 標準画質の場合

【CPU】 Windows Vista: 最新のプロセッサ 2.5GHz 以上
Windows XP/2000: Pentium4 1.8GHz以上 / Celeron 1.8GHz以上 / Pentium M 900MHz以上、

Celeron M 1.0GHz以上または同等性能の互換CPUを推奨。
【メモリ】 Windows Vista:1GB 以上、Windows XP/2000:512MB 以上を推奨。
＊画面サイズ・ビットレートによっては、上記以外の環境でも再生可能な場合もあります。
＊すべての動作を保証するものではありません。
＊ファイルによっては映像と音声がズレて再生されることがあります。
＊トランスコードして再生した場合、早送り・巻き戻し・コマ送り・スロー再生の操作はできません。
＊トランスコードして再生した場合、動画や音楽を停止したところから再開するレジューム機能が働きません
＊映像がコマ落ちするなど滑らかに表示できないときや、ビットレートが8Mbps以上のMPEG-2ファイルを再生したい
ときは、あらかじめ電子マニュアルに記載の手順でファイルを変換してください。

データをテレビで再生しよう8ステップ

テレビに表示されているログイン画面で、
[BUFFALO MediaServer]を選択し、 リモコンの方
向キー　ボタンを押します。

1

2

※[HOME Server]は、DLNA対応サーバです。[BUFFALO 
MediaServer]と同様の手順で使用することもできます。
また、本製品以外のDLNA対応プレイヤーからも再生す
ることができます。

リモコンの操作リファレンス

本製品に付属のリモコンでは次のことができます。

ボタン名

電源

情報表示

設定

リピート

出力切替

コマ送り

再生/一時停止

停止

前スキップ

巻き戻し

早送り

次スキップ

テンキー

動画

音楽

写真

戻る

TOP

方向キー

選択・再生

アップ・ダウン

ミュート

音量

トラック

説明

電源ON/スタンバイ状態を切り替えます。

状態、または再生中のファイルの情報を表示します。

セットアップ画面を表示します。セットアップ画面表示中に押すとログイン画面が表
示されます。

リピート機能を選択します。
OFF→シャッフル→1ファイル繰り返し→全て繰り返し→シャッフル+全て繰り返し

音声出力を切り替えます(左→右→ステレオ)。

一時停止中に押すとコマ送りになります。再生中に押すとスロー再生になります。
※MPEG-2以外のファイルではコマ送り、スロー再生はできません。

ファイル一覧画面で押すとファイルを再生します。再生中に押すと一時停止します。

再生中に押すと再生を停止します。

前ファイルへ移動します。

再生中に押すと巻き戻しします。
巻き戻し速度は押すごとに、x2/x4/x8/x16/x32/x64に変更できます。
※MPEG-2、MP3以外のファイルでは巻き戻しはできません。

再生中に押すと早送りします。
早送り速度は押すごとに、x2/x4/x8/x16/x32/x64に変更できます。
※MPEG-2、MP3以外のファイルでは早送りはできません。

次ファイルへ移動します。

数字入力をします。同じボタンを連続して押すことで文字を切り替えることができま
す。ネットワーク設定で「．(ピリオド)」は、[ 1 ]ボタンを2回連続で押すことで入力でき
ます。

動画フォルダ選択画面を表示します。

音楽フォルダ選択画面を表示します。

写真フォルダ選択画面を表示します。

前の画面に戻ります。

ログイン画面を表示します。

カーソル移動をします。ファイル一覧表示時に右方向キーを押すとファイルを再生
します。再生中に左方向キーを押すと停止します。

選択した項目を決定します。

一覧表示のページアップ・ダウンをします。

消音のON/OFFを切り替えます。

音量の大きさを調整します。

動画や音声ファイルを再生の際、前トラック、次トラックに移動します。

情報表示 設定 更新

リピート A - B 出力切替

コマ送り

1 2 3

4 5 6

7 8 9

0

. : / a b c d e f

g h i j k l m n o

p q r s t u v wx y z

クリア 文字切替

戻る TOP

アップ ダウン

VOL ミュート トラック

動画 音楽 写真

選択
再生

電源ボタン

情報表示ボタン
設定ボタン
本製品では使用しません。

リピートボタン
本製品では使用しません。
出力切替ボタン

コマ送りボタン
再生/一時停止ボタン
停止ボタン

前スキップボタン
次スキップボタン

巻き戻しボタン 早送りボタン

テンキーボタン

本製品では使用しません。 本製品では使用しません。

動画ボタン 写真ボタン
音楽ボタン

戻るボタン TOPボタン
選択・再生ボタン
方向キーボタン

ダウンアップ

音量ボタン トラックボタン
本製品をテレビに接続します。

テレビに接続しよう5ステップ

ネットワークに接続しよう4ステップ

本製品をネットワークまたはパソコンに取り付けます。

（赤） （白）（黄）（赤）（白）（黄）

ビデオ/オーディオケーブル（付属）

右 - 音声 - 左

本製品を無線で接続する場合は、別売の
弊社製イーサネットコンバータおよび通信
速度が11Mbps以上のAirStation（アクセス
ポイント）が必要です。
※高画質な映像ファイルを再生する場合
は、54Mbps対応製品を推奨します。
11Mbpsの場合、3Mbps以上のファイル
を再生するとコマ落ちや音飛びすること
があります。

本製品を接続するには、ルータが必要で
す。
お使いの環境にルータがない場合
（DHCPサーバを使用していないとき）は、
本製品のネットワーク設定を手動で行う
必要があります。CDに収録されている電
子マニュアルを参照してネットワーク設定
を行ってください。

パソコンと本製品を直接接続したい場
合は、市販のクロスケーブルが必要で
す。以下のように接続してください。
付属のLANケーブルはストレートケー
ブルです。クロスケーブルは別途ご用
意ください。

本製品に電源ケーブルを接続します。

電源ケーブルを接続しよう6ステップ

リモコンを使用できるように電池を入れます。本製品のリモコンは単4
形乾電池2本で動作します。別途ご用意ください。
リモコン裏面の電池カバーを開け、電池を入れてください。
＋と－の向きはリモコンに記載されています。

※＋と－の向きに注意して正しく入れてください。

リモコンに電池を入れよう7ステップ

本製品に電源ケーブルを接続すると、本製品の電源がONになり、テレビにログイン画面が表示
されます(ログイン画面が表示されるまでの起動に1分程度かかります)。

本リモコンを使うときは、リモコンの発光部を本体の受光部に向けま
す。
リモコンの使用可能位置については、図を参照してください。

本製品

本製品

本製品

本製品

本製品

本製品

本製品

LANコネクタ

LANコネクタ

LANコネクタ

テレビ接続コネクタ

電源コネクタ

コンセントへ

電源ケーブル(付属品)

電源スイッチ

＜ 無線で接続する場合 >

＜ インターネットをお使いの場合 >

＜ パソコンと直接接続する場合 >

[共有フォルダ]タブを選択します。1

[追加］をクリックします。2

再生したいファイルがあるフォルダ
を選択します。
※ネットワークドライブ(LinkStationや
TeraStationなど)のフォルダを追加す
ると、ネットワークドライブのデータを
本製品で再生することができます。

1

[追加］をクリックします。2

[完了］をクリックします。3

以上で再生フォルダの設定は完了です。

4

追加したフォルダが表示されます。

※本体の電源スイッチは、押すごとに電源ON/スタンバイ状態を切り替えます。電源を完全にOFFにするには電源ケー
ブルをコンセントから取り外してください。また、電源スイッチを3秒以上長押しすると本体のリセットを行うこともで
きます。

※電源ランプは電源ON時に緑色に点灯し、スタンバイ時に橙色に点灯します。LINKランプはネットワーク接続時に緑
色に点灯します。詳しいランプの仕様は電子マニュアルをお読みください。

※PC-P1LAN Utilityをインストールする前に本製品をネットワークに接続していた場合、ログイン画面が表示されない
ことがあります。このようなときは、電源スイッチを3秒以上長押しして本製品を再起動してください。

右上へつづく

テレビに表示されるログイン画面

再生したいジャンルを選択し、 リモコンの方向キー
　ボタンを押します。

3 再生したいファイルを選択し、 リモコンの方向キー
　ボタンを押します。

選択したファイルが再生されます。再生を停止する
には、リモコンの停止ボタンを押してください。

以上でデータの再生は完了です。
本製品の設定の変更方法や注意事項などは、ユーティリティCDに収録されて
いる電子マニュアルをお読みください。

電源ランプ
LINKランプ

リモコン

7

※画面を閉じるときは、タイトルバー右の
　をクリックしてください。

停止

詳細 ズーム

本製品では使用しません。 本製品では使用しません。

ミュートボタン

停止ボタン

PC-P1LAN Utilityのアンインストール
※起動サーバ、起動サーバ管理ツール、トランスコーダをアンインストールします。

[スタート]-[(すべての)プログラム]-[BUFFALO]-[MediaServer]-[アンインストーラ]をクリックし
ます。以降は画面の指示にしたがって操作してください。

BUFFALO MediaServerのアンインストール
※MediaServer、リアルタイムトランスコーダをアンインストールします。

※Windows Vistaをお使いの場合、「プログラムを続行するにはあなたの許可が必要です」と表示されること
があります。このようなときは、[続行]をクリックしてください。

※マニュアル(PDFファイル)を読むにはAcrobat Readerが必要です。
パソコンにインストールされていないときは、簡単セットアップのメニューから[Acrobat Reader
をインストールする]を選択し、[開始]をクリックしてください。Acrobat Readerがインストールさ
れます。

※Windows Vistaをお使いの場合、自動再生の画面が表示されたら、[BuffaloInst.exeの実行]をクリックして
ください。また、「プログラムを続行するにはあなたの許可が必要です」と表示されたら、[続行]をクリック
してください。

前

次


